





Two Cases of Partial Anodontia Affecting Many Teeth
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されており，遺伝的要因の関与も示唆されている．
しかし，遺伝的形式については優性遺伝とするも
の19”“2°）や，劣性遺伝とする報告13・15）がみられ，内
田21）は多数歯欠如は優性遺伝であり，少数歯欠如
は劣性遺伝とするものなど，先人によっても定説
をみない．本症例では，家族歴で述べた様に，症
例1では父方祖父，父と本人の3世代にわたり系
統的に男性にのみ部分的無歯症が認められてお
り，その成因は常染色体優性遺伝と考えられる．
さらに，父方祖父，父親にも先天性欠如が認めら
れたことから，父親の方からの遺伝の関与が症状
促進の一因子になったものと考えられた．また，
症例2では実姉に欠如がみられ，2症例ともに血
縁者に永久歯先天性欠如（歯数など不明）を認め
たことから，症例1同様に遺伝的要因が強く関与
しているものと考えられた．
　成長，発育期における本症例への対応として症
例1では欠如部に可撤式保隙装置を装着している
が，今後，永久的な補綴物に変更していく予定で
ある．症例2では，永久歯欠如部に乳歯が残存し
ており，歯間空隙はないものの，今後生理的吸収
により乳歯脱落が認められれぽ補綴処置の必要性
があるものと考えられる．
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表5：外胚葉性異形成の臨床所見（Thomaら）
吉武他：多数歯にわたる部分的無歯症の2症例
　　　　　　　　　　　　　では下顎に保隙装置を装着しているが，症例
　　　　　　　　　　　　　2では，先天性欠如部に乳歯が残存しており，
　　　　　　　　　　　　　保隙の必要がないため経過観察中である．
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